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運
営
委
員
会

立
教
大
学
で
開
催
さ
れ
る
第
三
回
国
際
研
究
集
会

で
は
、
個
人
発
表
・
パ
ネ
ル
発
表
の
み
で
は
な
く
、

プ
ロ
グ
ラ
ム
の
最
後
に
全
体
が
集
ま
る
企
画
と
し
て

講
演
会
を
設
け
ま
し
た
。
第
一
会
場
の
Ｍ
３
０
１
教

室
に
お
い
て
、坂
井
セ
シ
ル
氏
の
講
演
が
あ
り
ま
す
。

会
員
で
評
議
員
の
坂
井
セ
シ
ル
氏
は
、
パ
リ
デ
ィ

ド
ロ
大
学
教
授
で
、
現
在
、
日
仏
会
館
フ
ラ
ン
ス
事

務
所
日
本
研
究
セ
ン
タ
ー
所
長
と
し
て
、
拠
点
を
日

本
に
移
し
て
研
究
さ
れ
て
い
ま
す
。
二
〇
一
四
年
に

パ
リ
で
開
催
さ
れ
た
国
際
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
川
端
康

成
21
世
紀
再
読　

モ
ダ
ニ
ズ
ム
、
ジ
ャ
ポ
ニ
ズ
ム
、

神
話
を
超
え
て
」
に
お
い
て
中
心
的
役
割
を
果
た
さ

れ
、そ
の
成
果
は
、昨
年
末
『
川
端
康
成
ス
タ
デ
ィ
ー

一

一

月

例

会

要

旨

特
集第

三
回�
国
際
研
究
集
会ズ

：
21
世
紀
に
読
み
継
ぐ
た
め
に
』（
坂
井
セ
シ
ル
、

紅
野
謙
介
、
十
重
田
裕
一
、
マ
イ
ケ
ル
・
ボ
ー
ダ
ッ

シ
ュ
、和
田
博
文
編
、二
〇
一
六
・
一
二
、笠
間
書
院
）

と
し
て
刊
行
さ
れ
ま
し
た
。
国
際
研
究
集
会
は
、
日

本
近
代
文
学
会
と
い
う
研
究
場
を
、
世
界
各
地
で
積

み
重
ね
ら
れ
て
い
る
〈
日
本
近
代
文
学
〉
に
関
わ
る

研
究
活
動
と
ダ
イ
レ
ク
ト
に
接
続
さ
せ
る
会
で
す
。

個
人
発
表
・
パ
ネ
ル
発
表
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
フ

ラ
ン
ス
で
日
本
文
学
を
長
く
研
究
し
て
こ
ら
れ
た
坂

井
セ
シ
ル
氏
の
講
演
会
に
も
、
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ

い
。な

お
、
個
人
発
表
・
パ
ネ
ル
発
表
の
要
旨
は
、
本

学
会
の
Ｈ
Ｐ
に
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

講
演　
Ｍ
３
０
１
教
室

海
外
の
日
本
近
代
文
学
研
究
、
そ
の
条

件
、
ア
ポ
リ
ア
と
可
能
性

︱
フ
ラ
ン
ス
の
場
合

坂
　
井
　
セ
シ
ル

日
本
文
学
の
研
究
は
他
の
研
究
領
域
と
同
様
に
、

変
化
し
な
が
ら
近
代
の
道
を
歩
ん
で
き
た
。
文
芸
か

ら
文
学
へ
、
国
文
学
か
ら
日
本
文
学
、
そ
し
て
日
本

語
文
学
へ
、
と
名
称
が
変
わ
る
だ
け
で
は
な
く
、
そ

の
内
容
、
評
価
、
批
評
方
法
、
ま
た
、
文
化
一
般
、

あ
る
い
は
よ
り
広
く
、
社
会
に
お
け
る
そ
の
価
値
ま

で
が
変
遷
し
て
き
た
。

近
年
の
一
つ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
国
際
化
で
、
日
本

国
内
の
場
と
、海
外
の
場
と
の
相
互
作
用
が
、グ
ロ
ー

バ
ル
化
と
い
う
越
境
的
な
正
当
性
と
い
う
効
果
を
生

み
出
し
て
い
る
。
こ
こ
で
は
、
フ
ラ
ン
ス
の
例
を
以

て
、
歴
史
的
背
景
、
日
仏
文
学
場
の
動
向
と
相
互
関

係
、
翻
訳
の
意
味
、
そ
し
て
日
本
文
学
の
受
容
、
つ

ま
り
読
者
の
問
題
も
考
慮
に
入
れ
る
。｢

文
学
の
終

焉｣

と
も
形
容
さ
れ
た
危
機
感
の
ア
ポ
リ
ア
を
ど
の

よ
う
に
克
服
出
来
る
か
考
え
た
い
。


